
第3 部 公 害 の 現 状 と 対 策

第 1 章 大 気 汚 染

第 倖 節 大気汚染の現況

1 概 要

本県では大気汚染に係 る環境基準物質の測定を表 2 5 の と お り実施 してい るが、 大規模な発生源が

少ないため、 二酸化硫黄は じめ各汚染物質と も全国的に も低汚染地域であ り 、 経年的に も横ばい傾向

が続いてい る 。 昭和 5 9 :年度の測定結果に よ る と 、 コ酸イ諦讃、 樫掌遊粒子状擁質及醇嚇聾皀オキシダン ト に

っいて短期的に‘擁r千環境基" を超え都地点があるが長期膝輻曲とよる と電戰市松菫町(固定局衛生研究所) で

は全物質が環境基準に適合 し 、 西部移動測定局 (米子保健所、 境港市老人福祉セ ン タ ー ) も適合 して ( )
い る と考え ら れ る 。 (表 2 6 )

ま た 、 自動車排出 ガス に よ る大気汚染は、 一酸化炭素につ いて横ばいの傾向に あ る。

表 2 5 一般環境大気及び自動車排出ガス側定局一覧表

測 定 局 所 在 地

測 定 項 目

二酸化
硫 黄

一酸化
炭 素

浮遊粒子
状 物 質 譲 化 莪

光 化 学
オキシタ ン ト

般環境大気測定局
衛 生 研 究 所 鳥取市松並町二丁目 ○ ○ ○ ○ ○

測定局西部移動
米 子 保 健 所 米子市西福原 〇 ○ ○ 〇 ○

難疑湧労△ 境港市竹内町 ○ 〇 〇 ○ ○

日 吉 津 日 吉津村 日 吉津 ○

ガス測定局自動車排出
日交旅行セ ン タ ー 鳥取市末広温泉町 〇

丸 山 交 差 点 鳥取市松並町三丁目 ○

中 国 電 力 前 米子市加茂町 ○

(注) 1 . ○印 は測定実施

2 . 西部移動測定局は コ ン テ ナ ー方式に よ り 2 地点を測定する移動局

3 . ※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更
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奪
表 2 6 大気汚染の現況

測 定 物 質 環 境 基 準

測 定 結 果 (単位 : 浮遊粒子伏物質噂/#、 そ の他剛 )

評 価

衛 生研 究 所 米 子 保 健 所 境 港 市 老 人
福祉セ ン タ ー

日 吉 津

二 酸 化 い お う

1 時間値の 1 日 平均値

0 . 0 4 皿以下

0 0 0 1 ~

0 0 1 5

0 0 0 2 ~

0 0 2 0

0 .o o l ~

0 .0 3 1

0 0 0 1 ~

0 0 2 1 境港市老人福祉セ ン タ ー で
環境基準を超えたが、 長期
的評価では全測定局が適合
してい る と考え ら れ る 。1 時間値 0 1 脚以下

00 0 0 ~

0 0 4 0

0 0 0 1 ~

0 0 4 1

0 0 0 1 ~

0 1 0 9

0 0 0 1 ~

0 0 80

一 酸 化 炭 素

1 時間値の 1 日 平均値

1 0 中以下

02 ~

1 0

0 3 ~

1 2

02 ~

1 . 2

/‐//!/

全測定局が環境基準に適合

してい る と考え ら れる 。
1 時間値の 8 時間平均

値 2 0 脚以下

0 1 ~

1 5

02 ~

1 4

0 .1 ~

1 8

浮 遊 粒 子 状 物 質

1 時間値の 1 日 平均値

0 1 0 彬/#以下

0 0 0 9 ~

0 0 8 4

0 0 0 7 ~

0 0 6 2

0 0 0 6 ~

0 4 1 5 境港市老人福祉セ ン タ ー で
環境基隼を超えたが、 長期
的評価では全測定局が適合
してい る と考え ら れ る 。1 時間値

0 2 0 吻/#以下

0 0 0 2 ~

0 1 63

0 0 0 2 ~

0 1 2 3

0 0 0 3 ~

0 7 8 4

二 酸 化 窒 素

1 時間値の 1 日平均値

が 0 0 4 ~ 0 0 6 脚 ま

での ゾー ン 内又はそれ

以下

0 0 0 1 ~

0 0 2 1

0 0 0 2 ~

0 0 2 9

0 0 0 1 ~

0 0 2 4

全測定局か環境基準に適合

して い る と 考え ら れる 。

光化学オキ シ ダ ン ト 1 時間値 0 0 6 脚以下
0 0 0 0 ~

0 0 8 0

0 0 0 1 ~

0 0 8 6

0 0 0 1 ~

0 0 9 1

全測定局で環境基準を若干
超えたが、 緊急時の措置基
準 0 1 2 皿を超え る こ と は
なか っ た。



物質 二 酸 化 い お う 一 酸 化 炭 素 浮 遊 粒子状物質 二 酸 化 窒 素 光化学オキシダント

環境上の条件
1 時間値の 1 日

平均値が 0 . 0 4

岬以下であ り 、
かつ 、 1 時間値
が 0 1 脚以下で

あ る こ と 。

1 時間値の 1 日平
均値が 1 0 脚以下
であ り 、 かつ、 1

時間値の 8 時間平
均値が 2 0 PPm以下
であ る こ と 。

1 時間値の 1 日 平

均値が 0 1 0 刎#/
端以下であ り 、 か
つ、 1 時間値が0 .20
翔タノ露以下であ る

こ と 。

1 時間値の 1 日

平均値が 0 . 0 4
中か ら 0 0 6 PPm

ま での ゾー ン内
又は、 そ れ以下
であ る こ と 。

1 時間値が 0 . 0 6

皿以下であ る こ と 。

測定方法
溶液導電率法 非分散型赤外分析

。十を用 い る方法

濾過捕集に よ る重
量濃度測定方法又

は 、 こ の方法に よ

っ て測定さ れた重

量濃度 と 直線的な
関係を有す る量が
え ら れる光散乱法

ザルツ マ ン試薬
を用 い る吸光光

度法

中性 ヨ ウ 化カ ノ ウ

ム溶液を用 い る吸
光光度法又は、 電

量法

備考 1 . 浮遊粒子状物質と は、 大気中 に浮遊する粒子伏物質であ っ て、 そ の粒径が 1 0 ク ロ ン
以下の ものをい う 。

2 光化学オキ シダ ン ト と は 、 オ ゾ ン 、 パー オキ シア セチ ルナ イ ト レ ー ト 、 そ の他の光化学
反応によ り 生成 さ れる 酸化性物質 (中 性 ヨ ウ 化カ リ ウ ム溶液か ら ヨ ウ素を遊離す る もの に
限 り 、 二酸化窒素を除 く 。 ) を い う 。

2 汚染物質別測定結果

( 1 ) 二酸化硫黄

; 二酸化硫黄濃度の測定は 、 自動測定機 (溶液導電率法) に よ り鳥取市松並町鳥取県衛生研究所
i (以下衛生研究所 と い う) 、 日 吉津村日吉津藤山宅 (毎月 1 回、 約 2 週間連続) 、 並びに西部移動

l 側定局の米子、 境港両市内 2 地点 (以下米子保健所、 境港市老人福祉セ ン タ ー と い う ) で実施 して
′ ! ‐ ･ ス
ー 志 Y ‐ ここ ‐ ‐★“熱m‐- 籤ゞ 剱計れ〆"‐◆紬- ‐ - ‐ ~ロ- ‐ ‐ ‐ ~" ‐ 飜癒 ･

昨杯u b げ 牛皮叉の狽肺E紬鼻書こ よ ガLは、 匍生研茨男弱く渚ま狽順E時:旧n も , ァ 乙 乙 時:幅司 に セ対 、 ÷℃ 且 時:禧靴但の ｣

L 日 平均値の最高値 0 0 1 5 脚であ り 環境基準に適合 してい る 。 西部移動測定局の米子保健所では測
定時間が 4, 2 7 6 時間で、 1 時間値の 1 日 平均値の最高値は 0 0 2 0 皿であ り 、 環境基準に適合 し “

- i てい る 。 ま た西部移動側定局の境港市老人福祉セ ン タ ー は 1 時間値は 0 1 0 9 皿 と環境基隼を超え 曵
たが 1 日平均値の最高値は 0 0 3 1 脚 と長期的評価か ら見て環境基準に適合 してい る と考え ら れ

る 。 ま た 、 日吉津村 日吉津は環境基準に適合 してい る と考え られる 。

二酸化硫黄の経年変化は図 1 の と お り であ る 。

二酸化鉛法に よ る硫黄酸化物測定を鳥取市 5 地点、 倉吉市 4 地点、 米子市 6 地点、 境港市 3 地点、

日 吉津村 1 地点で実施 してお り 、 昭和 5 9 年度測定結果は最高 0 . 4 0 3 mg s0 3 / 日 / 1 o o c孟 P b 0 2

(西部総合事務所) で、 汚染の 目安 と さ れる 0 . 5 mg s 0 3 / 日 / 1 o o cm p b 0 2 を下回 ってい る 。

経年変化は図 2 の と お り であ る 。
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表 2 8 二酸化硫黄濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1 時間値が

0 1 PPmを超

えた時間数

と そ の割合

日平均値が

0 0 4 P畑を

超え た 日数

と そ の割合 時間値の最高値 日平均値の最高値 外値日平均値の二%除
日平均値 O

04 PPmを超え

た日が2 日以

上連続 し た

こ と の有無

環境基隼の

長期的評価

によ る 日平

均値 0 .凹岬

を超せ漏数

(日) 鰈網諭 (脚 ) 時眉翁 (労 (日 ) 匂 (脚 ) (P皿 ) (脚 ) (有 ×無○) (日 )

衛 生 研 究 所 364 8 722 0 005 0 0 0 0 0 040 0 0 1 5 0 01 1 ○ ○

測定局西部移動
米 子 保 健 所 177 4 , 246 0 007 0 0 0 0 0 041 0 020 00 1 4 ○ ○

※ 境港市老人
福祉セ ン タ ー

1 58 3 , 789 0 008 14 0 0 0 0 01 09 003 1 0 025 ○ ○

日 吉 津 1 68 4 , 030 0 005 0 0 0 0 0 080 0 02 1 00 1 4 ○ 〇
｣

/
で
る
、 鱒 (往) 有効測定 日数 と るま 、 旧 の測定時間が 2 0 時間以上でぁ る 日数

※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更

表 2 9 二酸化硫黄濃度経年変化

測定
局

項 目 聡震
昭 和
55年度 聡震

昭 和
57年度

昭 和
58年度

昭 和
59年度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 8 539 8 726 8 , 868 8 674 8 , 628 8 , 722

年 平 均 値 ( PPm ) 0 0 1 0 0 006 0 の 6 0 005 0 . 005 0 005

1 時間値が 0 . 1 灘を超えた時間数 (時間) 0 0 O 0 0 0

日平均値が 0 . 0 4 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 O 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 060 0 058 0 078 0 059 0 047 0 . 040

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 皿 ) 0 023 0 01 9 0 023 0 0 1 9 0 01 3 0 0 1 5

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 3 , 1 02 3 , 647 3 692 4 , 1 25 4, 702 4 , 246

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 0 1 2 0 0 1 1 0 008 0 008 0 006 0 007

1 時間値が 0 . 1 岬を超えた時間数 (時間) 0 0 O 2 O 0

日平均値が 0 . 0 4 岬を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 3 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 胆 ) 0 063 0 1 00 0 060 0 1 2 1 0 027 0 041

日 平 均 値 の 最 高 値 ( P随 ) 0 . 028 0 0 36 0 . 02 3 0 . 0 57 0 0 1 0 0 . 020
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測定
局

項 目 昭 和
54年度

昭 和
55年度

昭 和
56年度

昭 和
57年度

昭 和
58年度

昭 和
59年度

境小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 434 1 , 1 93 1 , 292 1 , 3 18

年 平 均 値 ( PPm ) 0 0 1 2 0 0 1 0 0 006 0 005

1 時間値が 0 1 PPm を超えた時間数 (時間) 0 魂II▲ 0 0

日 平均値が 0 . 0 4 PPm を超えた 日数 ( 日 ) O 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 057 0 1 1 0 0 033 0 033

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 0 27 0 038 0 0 1 3 0 0 1 0

※境港市老人福祉センター
測 定 時 間 (時間) 1 , 364 1 242 1 , 344 86 1 2 , 588 3 , 789

年 平 均 値 ( PPm ) o ou 0 008 0 005 0 005 0 005 0 008

1 時間値が 0 . 1 PPmを超えた時間数 (時間) 0 0 0 0 O TII▲

日 平均値が 0 0 4 PPm を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 O 0 O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 052 0 075 0 034 0 0 1 7 0 040 0 1 09

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 025 0 023 0 0 1 2 0 , 008 Q OO9 0 031

波小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 36 0 1 , 34 1 1 , 334 1 , 3 1 9

年 平 均 値 ( 中 ) o o l o 0 01 0 0 01 0 0 . 0 1 1

1 時間値か 0 . 1 脚を超えた時間数 (時間) O 0 0 O

日 平均値が 0 . 0 4 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 1

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 052 0 070 0 099 0 . 094

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 02 1 0 03 1 0 044 0 044

日吉津
測 定 時 間 (時間) 2 , 036 2 356 1 , 560 4 320 4 , 05 2 4 , 030

年 平 均 値 ( 脚 ) 0 00 5 0 004 0 00 5 0 . 0 06 0 004 0 005

1 時間値が 0 . 1 脚 を超えた時間数 (時間) 0 0 0 1 O 0

日平均値が 0 0 4 P随を超えた 日数 ( 日 ) O 0 0 0 O 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 070 0 . 060 0 . 070 0 1 29 0 100 0 080

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 中 ) 0 027 0 025 0 . 026 0 032 0 . 027 0 02 1

※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り
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表 3 0 二酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物濃度年平均値経年変化
i (単位 mgs0 3 / 日 / 1 o o c孟 P b0 2 )
　

測 定 地 点 盟年震
昭 和
55年度

昭 和
56年度

昭 和
57年度

昭 和
58年度

昭 和
59年度

鳥 取 市

鳥 取 警 察 署

鳥 取 女 子 高 校

鳥 取 市 立 病 院

鳥 取 商 工 会 館

山 陰 合 銀 鳥 取 支 店

0 . 1 26

0 1 1 8

0 275

0 0 77

0 1 3 7

0 075

0 1 05

0 336

0 050

0 20 9

0 092

0 1 76

0 1 84

0 1 0 6

0 1 65

0 08 1

0 084

0 1 53

0 082

0 24 5

0 045

0 046

0 1 44

0 04 7

0 0 59

0 089

0 085

0 1 63

0 080

0 1 1 1

倉 吉 市

倉 吉 市 役 所

日 本 交 通 新 町 営 業所

県 立 厚 生 病 院

日 ノ 丸バス上井 ター ミ 珍し

0 042

0 1 0 6

0 068

0 0 63

0 046

0 1 03

0 047

0 0 82

0 03 1

0 0 72

0 0 30

0 049

0 034

0 07 1

0 03 1

0 0 49

0 029

0 05 9

0 02 7

0 041

0 0 65

0 0 76

0 0 93

0 08 1

米 子 市

夜 見 鉄 工 団 地

N H K 住 吉 中 継所

皆 生 温 泉 会 館

米 子 保 健 所

米 子 商 工 会 議 所

西 部 総 合 事 務 所

0 052

0 02 1

0 1 3 1

0 0 56

0 1 46

0 23 6

0 099

0 067

0 1 3 9

0 . 0 96

0 1 26

0 . 1 48

0 1 25

0 0 73

0 284

o n 7

0 1 99

0 2 37

0 062

0 1 78

0 1 1 8

0 1 1 0

0 0 62

0 080

0 074

0 046

0 222

0 088

0 . 1 5 1

0 1 77

0 064

0 036

0 1 5 1

0 . 080

0 1 87

0 1 6 1

境 港 市

済 生 会 境 港 総 合 病院

※ 1 境 港 警 察 署

余 子 小 学 校

0 1 80

0 060

0 03 1

0 1 04

0 0 85

0 075

0 202

0 1 30

0 1 03

0 149

0 076

0 045

0 1 89

0 1 08

0 072

0 1 23

0 0 69

0 0 36

日 吉 津 村 日 吉 津 小 学 校 0 1 37 0 1 32 0 202 0 1 2 1 0 1 78 0 1 39

(注) ※1 印は昭和 5 1 年 7 月 か ら測定点が西に約 2 0 m移動 し 、 境港元町病院に変更。 更に昭和

5 4 年 3 月 か ら北へ約 2 2 0 m移動 し 、 境港測候所に変更。

表 3 1 二酸化鉛法に よ る硫黄酸化物汚染度の評価

汚 染 度 mgS 0 3/ 日 / 1 oo c孟 P b 0 2 評 価

汚 染 度 第 1 度 0 5 以 上 1 0 未 満 軽微 な汚染

第 2 度 1 0 以 上 2 0 未 満 普通度の 汚染

第 3 度 2 0 以 上 3 0 未 満 中等度 の 汚染

" 第 4 度 3 0 以 上 4. 0 未 満 やや 高度 の 汚染

第 5 度 4 0 以 上 高度 の汚染

(注) P b 0 2 法に よ る S 02 汚染度の判定基準 (寺部)
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図 1 二酸化硫黄濃度の経年変化
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(2) 一酸化炭素

ア 一般環境大気測定局

一酸化炭素濃度の測定は 、 自動測定機 仔E分散型赤外分析法) によ り 昭和 5 0 年 6 月 か ら衛生

研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局で実施 してい る 。

昭和 5 9 年度測定結果 (表 3 2 ) に よれば、 衛生研究所では測定時間 8 6 3 0 時間 につ いて 1

時間値の 8 時間平均値の最高値 1 5 PPm 、 日 平均値の最高値 1 0 脚であ り 、 環境基隼に適合 してい

る 。 西部移動測定局では 日平均値の最高値は 1 2 P即 (境港市老人福祉セ ン タ ー) 、 1 時間値の 8

時間平均値の最高値は 1 8 ppm (境港市老人福祉セ ン タ ー) であ り 全地点 と も環境基隼に適合 し

てい る と考え ら れる 。

径年変化は表 3 3 の と お り であ る 。

イ 自動車排出ガス測定局

自動車排出 ガス に よ る大気中一酸化炭素濃度の測定は、 自動測定機 (定電位電解法) によ り 昭

和 5 0 年度か ら鳥取市末広温泉町 ( 日交旅行セ ン タ ー ) で、 昭和 5 3 年度か ら米子市加茂町 (中

国電力前) で、 昭和 5 4 年 5 月 か ら鳥取市松並町 (丸山交差点) で毎月 1 回実施 してい る 。

昭和 5 9 年度測定結果 ( 表 3 4) に よ れば、 3 地点の 日平均値最高値は 8 9 PPm ( 日交旅行セ ン

タ ー ) 、 1 時間値の 8 時間平均値の最高値は 1 1 . 7 仰 く 日交旅行セ ン タ ー ) であ り 、 いずれも環境

基隼に適合 してい る と 考え ら れ る 。

表 3 2 一酸化炭素濃度測定結果 (一般環境大気測定局)

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値
が 2 0 P随

を超えた
回数と そ
の 割 合

日平均値
が 1 0 中

を超えた
日数と そ
の 割 合 8時間値の最高値 日平均値の最高値 外値日平均値の2%除

日平均値
1 0 脚 を

超えた 日
が 2 日 以

上連続 し
た こ と の

有 無

環境基準
の長期的
評価に よ
る 日平均
値 1 O PPm
を超えた
日 数

(日 ) 鮪を間 dpm ) 回 翰 (日 ) 鯵 (岬 ) (岬 ) (岬 ) (有 ×無○) (日)

衛 生 研 究 所 360 8 , 63 0 0 4 0 0 0 0 1 5 1 0 08 ○ O

霧 --讓鱗
141 3 , 3 1 g 0 . 5 0 0 0 0 1 4 1 2 0 8 〇 0

1 1 8
2 , 76符 。 ‐3

0 0 0 0 1 8 1 2 1 .O ○ 0

) i

(注) 有効測定日数と は、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

※印は昭和 5 9年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更
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表 3 3 一酸化炭素濃度経年変化 (一般環境大気測定局)

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

測定局 項 目
昭和 54
年 度

昭和55
年 度

昭和56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

昭和59
年 度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 8 , 7 1 5 8 , 727 8 645 8 , 725 8 , 548 8 , 630

年 平 均 値 ( PPm ) 0 5 0 5 0 4 0 4 0 4 0 4

8 時間値が 2 0 PPmを超えた回数 ( 回 ) 0 0 0 O 0 0

日 平均値が 1 O PPmを超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 2 4 2 . 6 1 9 1 8 1 6 1 . 5

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 1 7 1 6 1 2 1 3 1 1 1 0

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 3 , 6 39 3 , 668 3 , 392 4 , 1 0 2 4 63 1 3 , 31 9

年 平 均 値 ( PPm ) 0 6 0 6 0 5 0 . 5 0 5 0 5

8 時間値が 2 0 脚を超えた回数 ( 回 ) 0 0 0 0 0 0

日 平均値が 1 0 岬を超えた 日 数 ( 日 ) 0 0 0 0 O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 2 0 2 1 1 6 1 9 1 7 1 4

日 平 均 値 の 最 高 値 ( PPm ) 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 2

境小学校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 338 1 , 3 1 9 1 , 30 8 1 , 1 22

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 4 0 . 5 0 4 0 . 4

8 時間値が 2 0 PPm を超えた回数 ( 回 ) O 0 0 0

日 平均値が 1 0 脚 を超 えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 1 5 1 9 1 7 1 3

日 平 均 値 の 最 高 値 ( PPm ) 1 1 1 1 1 . 2 0 8

潅十老人彊センター
測 定 時 間 (時間) 1 362 1 , 4 1 5 1 , 340 863 2 , 636 2 , 762

年 平 均 値 ( P即 ) 0 4 0 4 0 3 0 3 0 3 0 3

8 時間値が 2 0 脚 を超えた回数 ( 回 ) O O 0 0 O O

日 平均値が 1 0 脚を超えた 日 数 ( 日 ) 0 0 0 0 O 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 1 1 1 3 0 9 1 0 1 1 1 8

日 平 均 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 7 0 8｢ 0 6 0 . 7 0 5 1 2

渡小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 333 1 2 7 1 1 2 66 1 653

年 平 均 値 ( 岬 ) 0 . 3 0 3 0 3 0 3

8 時間値が 2 0 PPm を超えた回数 ( 回 ) 0 0 0 0

日 平均値が 1 0 皿を超えた 日 数 ( 日 ) O 0 0 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 8 0 9 0 7 0 8

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 靱 ) 0 . 6 0 6 0 5 0 5
'

(注) ※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更
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表 3 4 一酸化炭素濃度測定結果 (自動車排出ガス 測定局)

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値が 2 0

PPmを超えた回数

と そ の 割 合

日平均値が 1 0

PPmを超えた回数

と そ の 割 合 最高値8時間値の 最高値日平均値の
旧) (時間) @の 回 翰 旧) 翰 (岬 ) (PPの

日 交旅行セ ン タ ー 1 2 286 3 7 0 0 0 0 1 1 7 8 9

丸 山 交 差 点 1 2 283 2 0 0 0 0 0 4 . 4 3 5

中 国 電 力 前 1 2 288 1 4 0 0 0 0 2 5 2 0

(注) 有効測定 日数 と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

@ 表 3 5 -酸イヒ炭素濃度経年変化 (自動車排出 ガス側定局)

測定局 項 目
昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和 56
年 度

昭和 57
年 度

昭和 58
年 度

昭和 59
年 度

日交旅行センター
測 定 時 間 (時間 ) 3 1 2 1 20 2 64 235 3 1 2 286

年 平 均 値 ( PPm ) 3 0 2 5 2 5 3 . 0 3 . 6 3 7

8 時間値が 2 0 PPmを超えた回数 ( 回 ) O 0 O O O 0

日平均値が 1 卸凹を超えた 日数 ( 日 ) O 0 0 O O 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 6 9 4 5 6 9 8 0 7 . 9 1 1 7

日 平 均 値 の 最 高 値 ( PPm ) 4 5 3 2 3 3 5 5 5 3 8 9

丸山交差点
測 定 時 間 (時間 ) 356 96 240 1 92 288 283

年 平 均 値 ( PP皿 ) 2 0 1 9 1 6 1 6 1 6 2 0

8 時間値が 2 0 pPm を超えた回数 ( 回 ) 0 0 0 O O O

日 平均値が 1 0 脚を超えた 日数 ( 日 ) O O O 0 O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 3 9 3 7 3 7 3 7 3 6 4 4

日 平 均 値 の 最 高 値 ( PPm ) 2 7 2 4 2 3 2 2 2 . 6 3 5

288

中国電力前
測 定 時 間 (時間 ) 288 288 288 264 288

年 平 均 値 ( 灘 ) 1 2 0 6 1 4 1 . 5 1 . 3 1 . 4

8 時間値が 2 0 PPmを超えた回数 ( 回 ) O 0 0 O 0 0

日平均値が 1 O PPm を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 O 0 0 0

8 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 3 7 2 0 2 6 3 0 2 3 2 5

日 平 均 値 の 最 高 値 ( PPm ) 2 . 5 1 3 2 1 2 2 2 0 2 . O
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CO 図 3 一酸化炭素濃度経年変化
(脚

環境基準
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図 4 一酸化炭素濃度経年変化 (自動車排出ガス 測定局)
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(3 ) 浮遊粒子伏物質

浮遊粒子状物質濃度の測定は 、 自動測定機 (光散乱法) に よ り 側定 した相対濃度を重量濃度に換

算する方法に よ り 、 昭和 4 8 年 9 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局で実施

してい る 。

昭和 5 9 年度測定結果 (表 3 6 ) に よ れば、 衛生研究所では 日平均値の最高値 0 0 8 4 mg / 蝨、

1 時間値の最高値 0 1 6 3 mg / 孟で、 環境基準に適合 してい る 。 西部移動測定局では 1 時間値の最

高値は米子保健所 0 1 2 3 mg / 孟、 境港市老人福祉セ ン タ ー 0 7 8 4 mg / 武で、 短期的には境港市

老人福祉セ ン タ ーで測定時間 3 , 8 8 4 時間中 3 時間環境基準を超えてい るが、 年平均値が 0 0 2 5

mg / 孟であ り 、 長期的評価か ら 見てほぼ環境基準に適合 してい る と考え ら れる 。

経年変化は表 3 7 の と お り であ る 。

表 3 6 浮遊粒子伏物質濃度測定結果

側 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1時間値が

0 20場物冤

を超えた

時間数と

その割合

日平均値

が0 .1柳%“

を超えた

日 数 と

そ の割合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 日平均値の2%除外値
日平均値
01 仰%編
を超えた
日 が 2 日

以上連続
し た こ と

の 有 無

環境基凖
の長期的
評価に よ
る 日平均
値 0 1 0
翔%編を超
えた 日数

( 日) 鰈詔印像) 時間) 鯵 旧) 鯵 れ格と塾を) (有 ×無○ ) (日 )

衛 生 研 究 所 3 63 8 ,680 0 0 27 0 0 0 0 0 1 63 0 084 0061 ○ 0

測定局西部移動
米 子 保 健 所 1 60 3 ,83 8 0 02 1 0 0 0 0 0 1 23 00 62 0 053 ○ 0

※境 港 市 老 人
福祉セ ン タ ー

1 62 3 ,桜翅 0 0第 3 0 . 1 1 0 . 6 0 784 01 1 5 0 063 〇 1

(注) 有効測定 日数 と は、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更

@ 表 3 7 浮遊粒子状物質濃度経年変化

側瘤定 項 目
昭和54
年 度

昭和55
年 度

昭和 56
年 度

昭和 57
年 度

昭和 58
年 度

昭和 59
年 度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 8 , 430 8 402 8 680 8 663 8 , 6 1 3 8 , 680

年 平 均 値 @“%観の 0 030 0 . 0 30 0 . 026 0 . 025 0 025 0 . 027

1 時間値直が0 20物税鴛を超えた時間数 (時間) 7 4 0 0 O 0

日 平均値が0 . 1 0 栩“%伽蕗超えた日数 ( 日 ) 2 0 O O 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 @“%勧め 0 . 259 0 . 487 0 170 0 1 75 0 . 1 97 0 1 63

日 平 均 値 の 最 高 値 @“%冤) 0 . 1 1 4 0 . 092 0 . 僻3 0 . 066 0 071 0 084
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測定
局

項 目
昭和 54
年 度

昭和55
年 度

昭和 56
年 度

昭和 57
年 度

昭和58
年 度

昭和59
年 度

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 3 , 622 3 , 742 2 , 692 4 , 0 97 4 , 703 3 , 838

年 平 均 値 @彩佛り 0 030 0 03 5 0 032 0 020 0 . 0 1 7 0 02 1

1時間値が0 20筋“盆を超えた時間数 (時間) 8 8 4 0 O 0

日平均値が0 1字%編 を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 O O 0

1 時 間 値 の 最 高 値 @%籠り 0 286 0 277 0 290 0 1 45 0 133 0 1 23

日 平 均 値 の 最 高 値 @f%籠り 0 093 0 0 94 Q 1 22 0 0 68 0 . 045 0 解32

境小学校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 434 1 1 97 834 1 , 1 72

年 平 均 値 @銃勧め 0 . 035 0 033 0 022 0 . 026

1時間値直が 0 2仰新盆を超えだ時間数 (時間) 0 2 0 0

日 平均値が0 1 0勿%冤を超えた 日数 ( 日 ) O O 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 @%罷め 0 1 45 0 220 0 . 1 48 0 138

日 平 均 値 の 最 高 値 @%伽の 0 0 92 0 088 0 070 0 . 059

馨壁老人妬雛センタi
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 364 1 , 242 1 , 1 5 1 647 2 588 3 揆望

年 平 均 値 @%籠り 0 . 05 1 0 . 034 0 02 1 0 027 0 023 0 0 25

1時間値が0 2伊霧編を超えた時間数 (時間) 7 1 0 0 O 3

日平均値が 0 1 仰%冤 を超えた 日数 ( 日 ) 4 0 O 0 0 1

1 時 間 値 の 最 高 値 @影編め 0 564 0 2 17 0 1 25 0 . 1 33 0 1 37 0 . 784

日 平 均 値 の 最 高 値 @彩れめ 0 . 1 42 0 . 089 0 04 1 0 079 0 . 08 1 0 1 1 5

渡小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 356 1 , 341 1 , 1 49 1 , 294

年 平 均 値 @%佛の 0 029 0 . 03 1 0 023 0 025

1時間値直が0 2解%冤 を超えた時間数 (時間) 0 O O 0

日平均値直が 0 1仰%盆 を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 @“伽め 0 1 1 5 0 1 総 0 . 0 79 0 . 1 1 9

日 平 均 値 の 最 高 値 @%観の 0 . 048 0 069 0 . 038 0 . 085

(圧) ※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更

図 5 浮遊粒子状物質濃度経年変化
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(4) 窒素酸化物

窒素酸化物濃度の測定は 、 自動測定機 (サルツ マ ン試薬を用 い る吸光光度法) に よ り 昭和 4 8 年

5 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局で実施 して い る 。

昭和 5 9年度の二酸化窒素の側定結果 (表 3 8 ) に よ れば、 衛生研究所では 日平均値の最高値が

0 0 2 1 岬であ り 環境基準に適合 してい る 。 西部移動測定局では 日平均値の最高値が米子保健所

0 . 0 2 9 P剛 、 境港市老人福祉セ ン タ ー 0 0 2 4 PPmであ り 、 各測定地点と も環境基準に適合 してい る。

二酸化窒素の経年変化は表 3 9 の と お り であ る 。

表 3 8 二酸化窒素濃度測定結果

側 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
日平均値が

0 0 6 PPmを

超えた 日数

と そ の割合

日平均値が

o o l 岬以

上 0 . 0 6 脚

以下の 日数

と その割合 1時間値の最高値
日 日

平 平
均

ノ 値
値 の

の 年

最 間
十 98
局 %
値 値

98% 値評価

に よ る 日平

均値が0 .06

皿 を 超 え

た 日 数

旧) (時間 ) (PPm ) ( 日 ) 憐) ( 日) (%) (PPの (PPの @㈲ 旧)

衛 生 研 究 所 357 8 , 548 0 007 0 0 0 O 0 040 0 0 2 1 0 0 1 6 0

褻測定局西部移動
米 子 保 健 所 179 4, 294 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 54 0 029 0 0 20 0

境 港 市 老 人
福祉セ ン タ ー

1 64 3 , 93 5 0 .0 05 0 0 0 0 0 .044 0 .024 0 0 1 7 0

(住 ) 有効側定 日数と は、 1 日 の側定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更

表 3 9 二酸化窒素濃度の径年変化

測定
局

項 目
昭和 54
年 度

昭和55
年 度

昭和 56
年 度

昭和 57
年 度

昭和 58
年 度

昭和 59
年 度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 8 . 564 8 695 8 682 8 525 8 , を範 8 , 548

年 平 均 値 ( PPm ) o o l o 0 009 0 008 0 . 0 08 0 . 008 0 . 007

日 平均値が 0 . 0 6 脚を超えた 日 数 ( 日 ) O 0 0 O 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 068 0 0 56 0 0 52 0 058 0 046 0 . 040

日 平 均 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 027 0 030 0 025 0 028 0 . 03 0 0 . 02 1

米子保健所
測 定 時 間 (時間 ) 3 , 65 7 3 , 8 1 3 3 853 4 21 8 4 , 67 1 4 , 294

年 平 均 値 ( PPm ) 0 0 1 3 0 . 0 1 1 0 01 3 0 0 1 0 0 009 0 01 0

日 平均値が 0 0 6 PPm を超えた 日数 ( 日 ) 0 O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 063 0 07 1 0 047 0 055 0 043 0 . 0 54

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 03 0 0 . 035 0 02 6 0 . 025 0 026 0 029
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測定
局

項 目
昭和 54
年 度 潭禾臨護

昭和56
年 度

昭和 57
年 度 澤稠護

昭和59
年 度

禁
叢

潅矩

莢影

測 定 時 間 (時間) 1 , 363 1 , 3 1 9 1 , 293 1 , 200
年 平 均 値 ( 皿 ) 0 009 0 008 0 008 0 007

日平均値が 0 . 0 6 皿を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0 a

1 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 . 0 47 0 040 0 . 050 0 0 51

ー

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 029 0 021 0 032 0 01 2

測 定 時 間 (時間 ) 1 , 3 1 6 1 , 367 1 344 864 2 636 3 , 935
年 平 均 値 ( PPm ) 0 006 0 005 0 004 0 004 0 003 0 005

日 平均値か 0 0 6 PPm を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 043 0 03 5 0 029 0 0 33 0 024 0 044

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 0 1 4 0 01 6 0 . 009 0 0 1 2 0 01 1 0 024

獲小学校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 381 1 1 28 1 295 1 , 655
年 平 均 値 ( PPm ) 0 005 0 004 0 004 0 003 L 一

日 平均値が 0 . 0 6 脚を超えた 日数 ( 日 ) 0 0 0 0

1 時 間 値 の 最 高 値 ( PPm ) 0 . 034 0 032 0 . 030 0 034

日 平 均 値 の 最 高 値 ( 躍如 ) 0 0 1 8 0 01 1 0 0 1 1 0 . 0 1 5

5 9 年 2 月 か ら靖港工業高 コ よ
くPpm )

0 04 図 6 二酸化窒素濃度経年変化 環境基隼 ◎

　　　　　　　　　　　　　 　　　
福祉センター

~※ -〆- - - - - ‐ 〆/

5 4 55 56 5 7 5 8 5 9

燭 光化学オキ シダ ン ト

光化学オキ シダン ト 濃度の測定は、 自動測定機 (中 性 ヨ ウ化 カ リ ウ ム溶液を用 い る 吸光光度法)

に よ り 昭和 4 8 年 6 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら西部移動測定局で実施 してい る 。

昭和 5 9 年度の測定結果 (表 4 0 ) に よれば、 衛生研究所では 1 時間値の最高値が 0 0 8 0 中であ

り 、 昼間測定 日数 3 6 4 日 、 時間数 5 3 5 6 時間中 1 8 日 7 5 時間が環境基準を超えてい るが、 緊 乙

急時の措置基準 0 . 1 2 PPmを超え る こ と は なか っ た9 西部移動測定局では昼間の 1 時間値が環境基準

を超えた 日 数、 時間数は米子保健所で昼間測定 日数 1 8 5 日 、 時間数 2 , 5 5 2 時間中 8 日 3 5 時間、

境港市老人福祉セ ン タ ー で 1 7 5 日 、 2 , 5 0 6 時間中 1 8 日 6 7 時間であ っ たが緊急時の措置基準 0 .

1 2 PPm を超え る こ と はなか っ た。 ま た、 被害の届出はなか っ た。

経年変化は表 4 1 の と お り であ る 。
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表 4 0 光化学オキ シ ダ ン ト 濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間数 年平均値
1 時間値

カゞ 0 0 6

PPm を超え

た時間数

と そ の

割 合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 昼間側定日数 昼間測定時間数
昼間の 1

時間値が

0 0 6 PPm

を超えた

日 数 と

時 間 数

居間の 1

時間値が

0 1 2 PPm

以 上 の

日 数 と

時 間 数 昼間の1時間値の最高値
昼間

間値

のの
日

最

古平
向

1 均

時値

(日 ) ぐ噺部 (ppm) ぐ聞割 (%) (中) (ppm) ( 日 ) ぐ喘司 ( 日 ) ぐ聞割 ( 日 ) ぐ暗部 (ppm) (ppm)

衛 生 研 究 所 3 53 8444 0 0 28 75 0 9 0 080 0 0 56 364 5 ,3 56 1 8 75 0 0 0 080 0 . n3 1

西 測
部 牛
移 元
動 局

米子保健動折 1 62 3 883 0 02 7 47 1 2 0 086 0 0 53 1 85 2 552 8 3 5 0 O 0 086 0 .039

業薦翹砦市老人
ネ酪趾センクヂ

1 61 3 864 0 0 3 3 76 2 0 0 091 0 054 1 75 2 , 506 1 8 6 7 0 0 0 09 1 Q046

(注) 1 . 有効測定 日数 と は、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上であ る 日数

2 昼間 と は 5 時か ら 2 0 時ま での時間帯

3 , ※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り変更

表 4 1 光化学オキ シ ダ ン ト 濃度経年変化

測定
局

項 目
昭和 54
年 度

昭和 55
年 度

昭和 56
年 度

昭和57
年 度

昭和58
年 度

昭和 59
年 度

衛生研究所
居 間 測 定 日 数 ( 日 ) 345 359 344 357 355 364

昼 間 測 定 時 間 (時間 ) 5 , 1 1 3 5 345 5 , 1 22 5 , 339 5 302 5 , 3 56

昼間の 1 時間値が 0 . 0 6 PPmを超え

た 日数 と 時間数

( 日 ) 1 3 9 9 1 9 1 9 18

(時間) 7 1 41 2 1 87 94 75

昼間の1時間値直が0.屹PP彫以上の時間数 (時間) O 0 0 0 0 0

居 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( 脚 ) 0 075 0 0 76 0 077 0 0 で塾 0 084 0 . 080

居間の 日 最高 1 時間値の年平均値 ( PPm ) 0 . 0 乙第 0 040 0 039 0 042 0 α凶 0 031

米子保健所
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 1 52 1 5 1 1 36 1 63 1 77 1 85

昼 間 側 定 時 間 (時間 ) 2 2 1 6 2 , 2 54 2 , 0 1 1 2 , 423 2 , 650 2 552

昼間の 1 時間値が 0 . 0 6 脚を超え

た 日数 と 時間数

( 日 ) 5 1 2 6 9 1 1 8

(時間) 14 79 36 37 55 35

昼間の1時間値が 0 12脚“以上の時間数 (時間 ) 0 0 0 O O O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( P即 ) 0 . 0 78 0 1 03 0 086 0 . 082 0 . 08 1 0 086

昼間の 日最高 1 時間値の年平均値 ( 脚 ) 0 044 0 038 0 037 0 . 042 0 046 0 . 039』
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測定
局

項 目
昭和 54
年 度

昭和55
年 度

昭和 56
年 度

昭和 57
年 度

昭和58
年 度

昭和 59
年 度

境小学校
居 間 測 定 日 数 ( 日 ) 58 5 1 40 47 - II -
居 間 測 定 時 間 (時間 ) 869 765 594 704 - -- -
昼間の 1 時間値が 0. 0 6 PPmを超え

た 日数と 時間数

( 日 ) 2 3 0 6 - -- -
(時間 ) 6 23 O 4 1

昼間の1時間値直が0 .12P賜以上の時間数 (時間 ) 0 O 0 O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 079 0 . 088 0 . 0 63 0 従望 L -
昼間の 日最高 1 時間車の年平均値 ( PPm ) 0 040 0 043 0 040 0 049 - ii -

籟港市老人福祉センター
暦 間 測 定 日 数 ( 日 ) 57 47 44 36 88 1 75

居 間 測 定 時 間 (時間) 854 702 657 539 1 , 3 1 4 2 , 5 06

昼間の 1 時間値が 0 . 0 6 岬を超え

た 日数 と時間数

( 日 ) 4 3 5 3 23 1 8

(時間) 8 1 6 41 1 3 1 1 3 67

昼間の1時間値直が0 12皹峨拶u二の時間数 (時間) 0 0 0 0 O 0

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( 岬 ) 0 . 0 72 0 . 075 0 11 4 0 . 083 0 . 093 0 09 1

昼間の 日最高 1 時間値の年平均値 ( PPm ) 0 044 0 . 040 0 . 0 と蜷 0 049 0 . 047 0 . 0 乙鱒

波小学校
尽 間 測 定 日 数 ( 日 ) 5 7 56 52 6 7

尽 間 測 定 時 間 (時間) 849 840 777 1 , 0 03

昼間の 1 時間値が 0. 0 6 PPmを超え

た 日数 と 時間数

( 日 ) 1 2 4 1 5

(時間 ) 1 5 2 1 75

昼間の1時間値が0 . 12=彫以上の時間数 (時間) 0 0 0 0

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( 皿 ) 0 065 0 . 067 0 081 0 . 第4

昼間の 日 最高 1 時間値の年平均値 ( 岬 ) 0 . 04 1 0 . 043 0 044 0 056

メ
A
V

(注) 1 昼間 と は 5 時か ら 2 0 時までの時間帯

※印は昭和 5 9 年 2 月 か ら境港工業高校よ り 変更

図 7 光化学オ キ シ ダ ン ト

環境基準を超えた 日数の経年変化 岬

不 一一一 衛生研究所

← や 米子保健所

メ ガ一丁 ヤノ A 、 き-※ 矯蕪中ソ蓼 △X′

54 5 5 5 6 5 7 58 590 0 6 岬

を超えた
日数
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(6 ) 降下ばい じん

降下ばい じんの測定は 、 ブポ ジ ソ ト ゲー ジ法に よ る測定を昭和 4 6 年 9 月 か ら開始 し 、 現在 4 市

1 村、 。十 5 地点で実施 してい る。

昭和 5 9 年度の測定結果 (表 4 2 ) を見 る と 、 最高は 鳥取市栄町 ( 山陰合同銀行鳥取支店 )及び、

境港市米川町 ( 済生会境港総合病院 ) の 1 1 . 1 t on/4証ソ月 で 、 最低は米子市椛町 ( 西部総合事務所)

1 . 3 t on/を滌ゾ月 であ るが、 年平均を見て も全測点で汚染の 目安と さ れてい る l o t o n / 蝸 /月未

満の部類に入 り 、 軽微な汚染と いえ る ま た 、 経年的にみて も横ばい傾向にあ る 。 q図 8 )

表 4 2 降下は い じん量の経年変化
(単位 t o n/姉/月 )

測定年度

側 定 点

昭和鎖年度 昭和55年度 昭和56年度 昭和57年度 昭和粥年度 昭和59年度

最高 最低 平均 最高 繧 平均 -暑
最
低 平均 暈 蒸 平均 最需

最
低 平均 暈

局 展 平均
鳥取

山陰合同銀
行鳥取支店

7 .9 2 .9 5 . 1 1 5 .3 2 .4 6 .8 9 1 2 1 5 6 1 2 9 1 9 6 .O 18 .5 3 . 1 8 .4 1 1 1 3 . 1 6 . 7

倉吉 倉吉市役所 7 2 1 .3 3 4 1 8 4 1 .4 5 . 2 8 0 0 9 3 9 6 .9 1 .6 3 .6 7 8 1 6 4 .2 8 .5 1 7 4 .3

米子
西 部 総 合
事 務 所

m . 7 2 .5 5 . 6 1 6 .6 3 0 7 8 8 . 1 1 .6 4 .5 9 5 1 9 4 .8 1 29 2 7 6 8 1 03 1 3 5 7

境港
済生会境港
総 合 病 院

2 0 3 .5 6 7 1 86 2 6 7 .7 9 .O 1 .9 5 .2 1 1 .8 2 8 6 2 13 4 2 .5 7 . 1 1 1 1 2 .7 6 5

日津吉
日 吉 津
小 学 校

7 9 1 . 4 4 . 9 6 .2 2 .O 4 . 1 7 . 1 1 .4 3 .3 7 . 2 1 .5 3 6 8 0 1 .5 4 . 1 9 7 1 . 9 4 .7

〉) @

ブポ ジ ッ ト ゲー ジ法に よ る 降下ぽい じん汚染度の評価

汚 染 度 降下ばい じん量 ( t o n /拗/月 ) 評 価

1 1 0 未 満 軽 微 な 汚 染

2 1 0 以 上 2 0 未 満 中 等 度 の 汚 染

3 2 0 以 上 宵 度 の 汚 染同
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( t o n /鬮/別 図 8 降下ぽい じん量の経年変化
9

ノ ノ＼＼

　　 　 　　　　
　　　 　 　　　 　　
をく 、へ y ~ "ジ ーー｢ 山陰合同銀行鳥取支店

※ 、ひ - ×… ‐ ‐ … × 倉吉市役所

一 ･ 一 西部総合事務所

△- △ 済生会境港総合病院

げ ｢ ℃ 日 吉津小学校

53 54 55 5 6 5 7 5 8 59

3 各汚染物質の経年変化

一般環境大気測定局に おけ る各汚染物質濃度の測定は 、 次の と お り であ る 。

衛生研究所 に お い て は 、 二酸化硫黄濃度の年平均値 は 昭和 5 4 年度か らの 6 年間で、 0 0 1 O

PPmか ら 0 0 0 5 PPm と やや威少傾向が う かがわれる 。 一酸化炭素濃度は年平均値が昭和 5 4 年度 0 5 か

ら 0 . 4 PPm とや藝減少刈頃向が う かがわれる 。 浮遊粒子伏物質濃度は昭和 5 4 年度以来年平均値は横ばい傾

向に あ る 。 窒素酸化物 (二酸化窒素 ) については、 昭和 5 4 年度以来年平均値は 0 . 0 0 7 ~ 0 . 0 1 0

脚の範囲に あ り 、 日 平均値が 0. 0 6 P麺を超えた 日数は皆無であ る 。

光化学オ キ シダン ト 濃度は昭和 5 4 年度以来昼間の 1 時間値が 0 . 0 6 脚を超えた時間数はやや増加

傾向にあ る が 緊急時の措置基準 0 1 2 脚を超えた時間は皆無であ っ た。

西部移動測定局においては、 二酸化硫黄濃度の年平均値は昭和 5 4 年度か ら 5 9 年度において

0 0 0 5 ~ 0 ‐ 0 1 2 剛であ る o 一酸化炭素濃度は年平均値がほは橇熱傾向こあ る o 窒素酸化物こつい壊 れ
ては、 5 4 年度以来日平均値か 0 0 6 脚を超えた 日数は皆無であ る 。

光化学オ キ シダ ン ト 濃度は昭和 5 4 年度以来昼間の 1 時間値が 0 0 6 脚 を超えた時間数は増加傾向

に あ る が 緊急時の措置基準 0 1 2 脚を超えた時間は皆無であ る 。

自動車排出ガス測定局にお ける一酸化炭素濃度は、 鳥取市末広温泉町 日交旅行セ ン タ ーで昭和 5 4

年度か ら の年平均値は 2 . 5 ~ 3 . 6 胆であ り 、 1 時間値の 8 時間平均値が 2 0 PPmを超えた もの及び 1 時

間値の 日平均値が l o p剛を超えた ものは皆無であ っ た。

鳥取市松並町丸山交差点及び米子市加茂町中国電力前については 、 鳥取市 日交旅行セ ン タ ー と 同程

度な い し そ れ以下の濃度が保たれて い る 。
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第 2 節 大気汚染の防止対策

1 法 ･ 条例に よ る規制

田 法によ る規制

大気汚染防止法 (以下 ｢法｣ と い う 。 ) の仕組み と し ては 、 施長の種類を定め (ばい煙発生施設

2 8 種、 粉 じん発生施設 5 種) 各施設を設置 し よ う とす る者、 及び現に設置 してい る 施設を変更 し

よ う と する者に対 して、 届出 の義務 (法第 6 条設置届 、 第 8 条変更届 ) を果 し 、 ま た 、 ばい煙排出

者の遵守すべき排出基準を定め、 こ の排出基準に適合 し な い場合は 、 ばい煙排出者に対 し 。十画変更

や改善を命 じ 0法第 1 4 条) こ れに従わ な い場合は罰則が適用 さ れる。

なお 、 現在、 硫黄酸化物 はい じん 有害物質 (塩化水素等) 窒素酸化物等について 、 排出基

隼が定め ら れてい る 。

ア 硫黄酸化物

硫黄酸化物の排出基準 (施行規則第 3 条) は 、 排出 口の高さ に応 じて定め ら れた硫黄酸化物の
　 　

。午容限度 と して q = k × 1 0 一 3 × He 2 ( q は 1 時間当た り の硫黄酸化物の排出基準量、H e は有

効煙突高、 K は排出係数) で表さ れてお り 、 規制は K値で行われてい る 。 本県は 、 昭和 4 9 年 4

月 1 日 か ら 全域が 1 7 . 5 と な っ て い る 。

イ ばい じん

ばい じんの排出基準 (施行規則第 4 条) は 、 ばい煙発生施没において発生 し 、 排出 口か ら大気

中に排出さ れる はい じん量について 、 発生施設の種類及び規模ご と に規制 さ れてい る 。

近年石炭転換等エ ネ ルギー状勢の変化への対応 と 、 大気中の粒子伏物質に対する対策と して昭

和 5 7 年 6 月 1 日 よ り 排出規制の改定強化が図 ら れた 。 改定の概要は①法第 3 条第 1 項の規定に

よ るは い じんの排出基準 (一般排出基隼) を 1 / 2 に強化、 ② コ ー ク ス炉等の 7 施設につい て新

たに排出基準を設定、 ③標準酸素濃度補正方式の導入に よ り 、 規制の公平を期する等であ る 。

ウ 塩化水素

塩化水素の排出基準 (施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、 ば い煙発生施設において発生 し 、 排出 口か

@ ら大気中 i排出 さ れ る塩化水素について 、 発生施設の種類こ よ り 規制 さ れてお り 、 廃棄物焼却炉
等が該当 してい る 。

エ 窒素酸化物

固定発生源に対する全国一律の窒素酸化物排出基準 (施行規則第 5 条第 2 号 ) に ついて は 、 昭

和 4 8 年 8 月 に大型施設を対象 とす る第 1 次規制、 昭和 5 0 年 1 2 月 に対象施役の拡大等を内容

と する第 2 次規制 、 ま た 、 昭和 5 2 年 6 月 に対象施没の拡大及び排出基隼の強化を主 と す る第 3

次規制、 更に昭和 5 4 年 8 月 1 0 日か ら対象施没を拡大 し た第 4 次規制、 更に昭和 5 8 年 9 月 1 0

日か ら 固体燃料 (石炭等) に係る 排出基隼強化を主 と する 第 5 次規制を実施 してい る 。

( 資料 3 参照 )
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オ その他の有害物質

その他の有害物質 (塩化水素を除 く 。 ) の排出基準 (施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、 ばい煙発生

施設において発生し 、 排出 口か ら大気中に排出 さ れる有害物質につ いて、 発生施設の種類に よ り

規制さ れてい る 。

力 粉 じ ん

粉 じんに関する規制は 、 粉 じん発生施設について定め ら れてい る 構造並びに使用及び管理に関

する 基準 (施行規則第 1 6 条) に よ り 規定さ れてい る 。

以上、 県では 、 ば い煙排出者に課さ れてい る排出基準の遵守を監視する ため 、 県内各保健所及

び衛生研究所を通 じ て、 施設立入検査を行い 、 煙道中排ガス測定、 重油の抜き取 り (含有硫黄分

測定) 等を実施 し 、 排出基準を上回っ て いる施長に は 、 ばい煙排出者に対 し 、 施設改善指導を実

施 してい る 。

昭和 5 9年度末現在におけ る ‘ま い煙発生施設 (表4 3 ) ま た 、 粉 じん発生施設 (表 4 4 ) は

次の と お り であ る 。 どめ

表 4 3 大気汚染防止法に基づ く ばい煙発生施設種類別届出数

(電気工作物 ガス工作物であ る ば い煙発生施設を含む)

令別表第一
の 頃 番 号 施盛名、~遜筵所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。十

1 ボ イ フ ー 1 73 1 7 93 203 1 4 500

2 ガ ス 発 生 炉 2 2 4

5 溶 解 炉 2 2

6 金 属 加 熱 炉
-

10 7 1 7

7 石 油 加 熱 炉 J1･‘■▲ 2 3

9 焼 成 炉 2 2 4

1 1 乾 燥 炉 7 〔 7 1 3 〔 3 〕 5 〔 5 〕 1 1 G○) 1 〔 1 〕 27 〔 26 〕

1 2 電一 気 炉 2 2

1 3 廃 棄 物 焼 却 炉 14 1 1 6 3 8 9 78

。十 1 99 ( 1 38 ) 3 1 @5 ) 1 1 4 ( 79 ) 269 ( 1 68 ) 24 (1 8 ) 637 (428 )

(注) 〔 〕 …骨材乾燥炉数 ( ) ･ 工場 事業場数 (昭和 6 0 年 3 月 3 1 日 現在)
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表 4 4 大気汚染防止法に 基づ く 粉 じん発生施設種類別届出数

(電気工作物であ る粉 じん発生施設を含む)

令別表第二
の 頃 番 号 施設名、、、保、健、所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 計

2 堆 積 場 2 11一 2 8 2 1 5

3 コ ン ベ ア 22 3 1 3 1 5 53

4 窿 雑 孃 1 2 5 7 7 3 1

5 ふ る い 6 3 1 2 2 勾

。十 42 (8 ) 1 2 ( 3) 3 (3 ) 30 (1 1 ) 32 ( 3) 1 1 9 (28 )

(注) ( ) ･ ･ 工場 ･ 事業場数 (昭和 6 0 年 3 月 3 1 日 現在)

(2) 自 動車排出 ガス規制

爲 自動車排出ガス に よ る 大気汚柴防止対策 と して 、 国 にぉぃては中央公害対策審議会の答申 fこ 基っ

き新車及び使用過程車を対象と して一酸化炭素、 炭化水素、 窒素酸化物等に係る規制が段階的に強

化さ れ 、 排出 ガス の量の削減が図 ら れてい る 。

(3 ) 条例 に よ る 規制

鳥取県公害防止条例 (昭和 4 6 年 1 0 月 1 2 日 公布、 県条例第 3 5 号 、 昭和 4 7 年 4 月 1 日 施行)

に よ る 規制は 、 パー ク 炭製造施没及び貯蔵施設、 打綿機、 混打綿機を粉 じん関係特定施役 (表 4 5 )

と し 、 施設管理基準 (表 4 6 ) を定めて規制 してい る が 昭和 5 9 年度末現在の届出数は表 4 7 の

と お り であ る 。

表 4 5 粉 じん関係特定施設と規模

施 長 名

1 パー ク 炭 (の こ 肩 、 木皮等を炭化 さ せ微粉炭に した も の ) 製造施段及び貯蔵施没

2 打綿機及び混打編機

表 4 6 粉 じん関係特定施長に係る 構造並びに使用及び管理に関する 基準

管 理 基 準

次の各号のい ずれかに該当する こ と 。

1 粉 じんが飛散 いこ く し ･構造の建築物内 に設置 さ れてい る こ と 。

2 . フ ー ト 及び集 じん機が装置 さ れてい る こ と 。

3 . 戸 ･ 窓等が密閉 されてい る こ と 。

4 . 前各号 と 同等以上の効果を有する措置が講 じ ら れてい る こ と 。
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表 4 7 公害防止条例に基づ く 粉 じん関係特定施設種類別届出数

施没 ＼＼~＼選保健所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。十

打 編 機 21 ( 1 8) 8 (8) 26 ‘24) 33 (27 ) 3 (3 ) 91 (80 )

混 打 編 機 1 ( 1 ) 7 ( 1 ) 1 ( 1 ) 9 ( 3 )

パ ー ク 炭 製造 ( 貯 蔵 ) 施 設 1 (1 ) 1 ( 1 )

。十 22 (1 9 ) 9 (9 ) 33 (25 ) 34 (28 ) 3 (3) 1 〇 1 (84)

(往 ) { ) ･ ･ は事業場の数 (昭和 6 0 年 3 月 3 1 日 現在)

2 監視状況と行政指導

(1 ) 脛道中排出ガス測定立入検査

昭和 5 9 年度中 に煙道中排出ガス 測定立入検査を実施 し た施設 (表 4 8 ) は延へ 1 0 5 施設 (3 9

工場 事業場) であ り は い じんの量が排出基隼を超えた施設及び、 窒素酸化物濃度の排出基準を

超えた施役は無か っ たo が )
表 4 8 昭和 5 9 年度煙道中排ガス 測定立入検査状況

令別表第 1 の施設数

硫黄酸化物 は い じ ん 塩 化 水 素 窒素酸化物 合 。十

立 入

施設数
違 反
施波数

立 入
施設数 驫籔

立 入
施設数

違 反

施段数 葹ぬ
違 反

施没数 梅森
違 反
施役数

1 ボ イ フ ー 22 0 26 0 0 0 28 1I“ 76 ( 28) メ14

9 焼 成 炉 0 0 1 0 0 0 1 O 2 ( 1 ) 0

1 3 廃 棄 物焼却 炉 5 0 10 1 8 0 4 O 27 ( 1 0) 1

。十 27 O 37 1 8 0 33 1 10 5 (39) 2

(住 ) ( } ･工場 事業場数

(2 ) 重油抜取 り検査

大気汚染防止法に基づ く ネ硫黄酸化物排出基準 (K値直規制) に係る適合状況について昭和 5 9 年度

中 に 2 0 0工場･事業場に立入検査を実施 し 、 使用燃料中の重油の抜き取り 検査を行っ た結果いずれ

も 基準以下であ っ た 。

(3 ) 大気関係監視指導伏况

昭和 5 9 年度中に実施 したば い煙発生施設及 び粉 じん発生施設等に対 して施設の改善等で行政

指導 した延件数は表 4 9 の と お り であ る 。

表 4 9 大気関係監視延指導件数

項 目
ばい煙発生施設

。十
粉 じん発生施設

。十 合 。十
法 そ の他 法 条 例 1 そ の他

延 監 視 指 導 件 数 397 0 397 2 0 l o 2 399
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